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（様式２） 

令和5年5月11日 

女性の就農環境改善計画 

（令和５年度女性の就農環境改善支援事業） 

 

実施するメニュー 

（該当に○） 

第４の（１）（施設等確保の取組）  

第４の（２）（グループの新たな取組） ◯ 

 

１ 地域取組主体の概要 

名称 みのうえん 

所在地 岐阜県美濃市中央 

代表者 藤村 朱里 

主な組織の事

業内容（注） 

私たちは美濃市に住む子育て中のお母さんです。 

岐阜県美濃市は山があり、川があり、自然に囲まれた市 

です。 

田んぼや畑もありますが、近年農家の方々の高齢化後継 

ぎ不足などにより、耕作放棄地やソーラーパネルの設置 

が目に付くようになりました。 

私たち子育て中の母たちも 

『美濃の田園風景を次の世代に残したい』 

『安心・安全な食物を自分たちの手で作れるようになり 

たい』 

『子ども達に小さなうちから土に触れる体験をしてもら 

いたい』 

などの思いを持ちつつも、 

『やってみたいけど、どうやっていいか分からない』 

『やる場所がない』 

と、いう思いから農業へのチャレンジができずにいる人 

が多くいます。 

そこで今回、田んぼや畑をやってみたいけれど、知識や

場所がないこと、子育て中であることから一人で農業を 

やる自信がない、やってみたいけれどできないと思って 

いる方を対象に、田んぼや畑において年間を通した農業 

体験イベントを行うことで、それぞれが知識を身につけ 

女性農業者の

人数：４人 
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田畑に愛着を持つ機会とし、自分でも農業をやっていく 

きっかけをつくります。 

また、子育て中のお母さんと子どもを中心に老若男女さ 

まざまな世代の人が農というテーマの元に集うことを通 

し、情報交換、助け合いなど、新たなコミュニティの形 

成のきっかけとなったら嬉しいです。 

（注）主な組織の事業内容は、具体的に記載する。 

 

２ 事業実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

（注）実施に必要な関係機関との実施体制を記載する。 

３ 女性の農業への呼び込み・定着・活躍のための取組計画（実績） 

（１）地域取組主体における女性の農業への呼び込み・定着・活躍の課題（注） 

【社会情勢等を踏まえた地域の女性農業者の課題】 

・田んぼや畑をやってみたいけれど、知識や場所がないこと。 

・子育て中であることから一人で農業をやる自信がない、できないと思っている方が 

多くいること。 

 

【現状の労働環境を踏まえた施設等の必要性（既存の施設等の利用状況を含む）】 

 

 

【その他女性の農業への呼び込み・定着・活躍の課題】 

 ・そもそも農業に興味・関心を持っていない人、食物を作るということが他人事だと 

   考えている人も多くいる。 

（注）（２）、（３）の取組に係る具体的な課題を記載する。 

  

（２）女性の働きやすい環境を整備するための託児スペース、男女別トイレ、更衣室等の

 

 

農業体験の 

企画・運営 

みのっぷ  

 

・農業体験の講師 

・地元農業者 

農業の専門家 

 

 

農業体験の実施 

マルシェへの出店 

メンバーの募集 

みのうえん 
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確保にかかる計画（実績） 

確保する施設

等の区分 

①託児スペース ②男女別トイレ ③更衣室 ④休憩スペース  

⑤アシストスーツ、高さが調節できる作業台等の備品の確保 ⑥その他 

区分番号 

（注1） 
時期 確保場所 数量 

利用する

女性農業

者（注2）

の人数 

事業費

（千円） 

 

備考 
国庫補助金 

  

 

      

計      

 （注1）「確保する施設等の区分」から該当する区分番号を選択し、記載すること。また、⑤又は⑥

を選択した場合は、確保する施設等の名称も記載すること。 

 （注2）農業者は、新規参入者、自営農業就農者（結婚を機に就農された者を含む）、雇用就農者、

アルバイト、ボランティア等の農業関連事業を含む年間30日以上従事の者とする。 

    農業関連事業とは、農産物製造・加工、農畜産物の貯蔵、運搬、販売、農業生産資材の製造、

農作業の受託、都市住民等の農作業体験施設の設置・運営や民宿業を含む。（３）において同

じ。 

 （注3）必要に応じて項目を変えずに行を追加すること。 

 

 

（３）女性農業者グループの立ち上げ、グループ活動の開始又は発展のための新たな取

組にかかる計画（実績） 

取組区分 
①商品等開発 ②先進地視察 ③会員募集・農業体験の受入等にかかる取組  

④研修会 ⑤マルシェ開催に向けた取組 ⑥その他 

区分番号 

（注1） 
時期 内容 

実施

回数 

参加する

女性農業

者の人数 

事業費

（千円） 

 

備考 
国庫補助金 

③ 5月 

〜 

1月 

農業体験のイベント開催 11 10 472 470  

⑤ 9月 

〜 

1月 

マルシェ出店 2 10 30 30  

計   502 500  

 （注1）「取組区分」から該当する区分番号を選択し、記載すること。 
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 （注2）必要に応じて項目を変えずに行を追加すること。 

 

【事業成果及び今後の展開】 
  ※第４の（２）「グループの新たな取組」のみ記載 

※区分番号に対応するように記入ください。 

  ※どのようにグループ活動の活性化及び今後の活動に繋がるか分かりやすく記入ください。 

  ※できる限り、数値目標を入れてください。 

  ※商品づくりに関しては、翌年度以降の販売事業計画も併せてご記入ください。 

区分番号 事業成果、今後の展開 

③ 
続けて参加する人が増えた 
庭先や畑など身近なところで主体的に農に関わる方が生まれた 

⑤ 
チラシ配布で広く募ることで農業イベントの新規参加者が増えた 
自然農の楽しさや美味しさを知ってもらうことができた 

 

４ 本事業を活用した取組計画（注） 

時期 取組内容・回数 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5〜1月 

 

 

9〜1月 

【女性の農業への呼び込み・定着・活躍のための応募団体に

おける取組（既存の取組を含む）】 

 農作業が初めての人や子育て中の人でも、気軽に農業を体

験することができ、今後自ら農業を実践できるよう知識も得

られる農業体験イベントを開催する。 

 

【本事業を活用した取組の実施方針】 

農業の専門家に講師をお願いして、初めての人も参加しや

すく知識を得られる農業体験イベントを行うとともに、子育

て中の方も参加しやすくするため、子どもを見守る保育士さ

んも配置する。 

イベントの企画・運営は地元美濃市で自然体験活動を主催

する団体に協力をお願いする。 

 

【具体的に実施する取組内容】 

 田んぼや畑、それぞれにおける農業体験イベント 

（計11回) 

 

マルシェに出店し、自分たちが作った農作物を販売すると 

ともにチラシを配布し活動メンバーの募集を行う(2回) 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標】 

農業体験イベン 

ト 

11回 

マルシェ開催 

2回 

 

女性農業者 

1人確保 
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（注）３の取組を踏まえ、５の目標の達成のために実施する取組内容を具体的に記載する。 

 

 

５ 女性農業者確保の目標（注） 

翌年度末までの女性農業者の新規確保人数（注） 

事業実施年度     １人 

事業実施翌年度    ３人 

合計         ４人 

（女性農業者の新規確保人数の内訳） 

自営農業就業者   人、雇用就農者   人、 アルバイト等  ４人 

（注）事業実施年度の翌年度末までの新規確保人数。 

 

（参考） 

上記女性農業者確保の目標に係る女性の確保の計画 

（第４の（１）「施設等確保の取組」のみ記載） 

【事業実施年度】 

（取組予定業務） 

（採用時期）   

（人数）     

【事業実施翌年度】 

（取組予定業務） 

（採用時期）   

（人数）     

 

※必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付すること。 

※国が必要と求める資料については、求めに応じ、遅滞なく提出しなければならない。 
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